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はじめに
　院内感染症の伝播ルートとして、医療従事者を介し
た交差感染経路は留意しなければならない点である。
特に医療従事者の手指を介する感染は、ヒトからヒト
へ或いは、環境からヒトへ直接的に病原体を運ぶこと
となるため、その対策に充分な配慮がなされなければ
ならない。手指を介する感染防止に簡便で且つ有効な
手段は「手洗い」を励行することである。つまり医療
従事者は患者ケアの前後に手洗いを励行することが重
要である。当病棟において看護の対象は小児であり、
感染に対する抵抗力が弱いだけでなく、年齢に応じた
日常生活の世話が必要で直に接する機会が多い。それ
故、一層「手洗い」が重視される。しかし既存の調査
・研究によれば、必ずしも満足な手洗いがされていな
いのが現状である。そこで今回、現在病棟の大半の医
師や看護婦が行っている通常の手洗い方法（以下、通
常洗い法）と、米国のCDCにおいて推奨されている
グラハム教授等の「もみ洗いの基本」に基づいた手洗
い方法（以下、もみ洗い法）に対し、各種の手洗い前
後における手指の細菌数を測定し、効果的な手洗い方
法について比較検討した。
研究内容
◆期　間：平成9年10月7日～11月13日
◆対象；日勤勤務の看護婦延べ113人
◆方法：検体採取法は綿棒擦過法を用いた。被験者
の利き手の指間を滅菌生理食塩水に湿らした滅菌綿棒
で擦過し、それを生理食塩水にて菌浮遊液としたもの
を検体とした。それらを普通寒天培地に接種し、37℃
で48時間培養し乱数の測定を行った。検索日の午前11
時頃、休憩直前の手洗い時に、先ず手洗い前の検体を
採取した。その後下記A～Fの6種の手洗い法による
手洗いを行い、滅菌ガーゼ1枚にて手を拭って余分な
水分を除き、手洗い後の検体を採取した。これらの結
果より手洗い方法の違いによる生残菌数について比較
した。尚、同一検索日には被検者全員が同じ手洗い法
を用いて、被検者の個人差をできるだけ少なくなるよ
うにした。
　検討した手洗い方法は、下記の6方法である。
A
B
C
D
E
F
除菌水での通常洗い法
手術用イソジンと除菌水での通常洗い法
ステリクロンスクラブと水道水での通常洗い法
除菌水でのもみ洗い法
手術用イソジンと除菌水でのもみ洗い法
ステリクロンスクラブと水道水でのもみ洗い法
　もみ洗い法の具体的方法は図1の如く施行した。検
体中の命数が10（CFU／m　1）未満の場合、検出限界以下と
なりコロニーは分離されないたあ（一）と判定をした。
手洗い前の品数と手洗い後の菌数を比較し、忌数が減
少したものを「効果有り」とし、菌数の変化のなかっ
たものや手洗い後に菌数が増加したものを「効果無
し」とした。手洗い前に菌が（一）で、手洗い後も
（一）のものを「効果不明」とした。
結果
◆手洗い前の菌数（表1参照）
　手洗い前の被検者の菌数により区分すると、全体で
は1000（CFU／ml）以上の菌数が分離されたのは8人、100
～1000（CFU／ml）のは20人、100（CFU／m1）未満は48人、
分離されなかったのは37人であった。これらのうちそ
れぞれ4人、14人、22人、19人が通常洗い法を施行し、
4人、6人、26人、18人がもみ洗い方法を施行した。
◆通常洗い法ともみ洗い法との比較（図2参照）
　通常洗い法において、59人中効果有りは35人。その
うち、乱数減少率が50％以下は5人、51～90％未満は
4入、90％以上が26人であった。効果無しは9人、効
果不明は15人であった。もみ洗い法では、54人中効果
有りは36人、そのうち菌数減少率が50％未満は1人、
51～90％未満は5人、90％以上は30人であった。又、
効果が無しは1人だけで、効果不明は17人であった。
◆使用薬品の種類による比較（図3参照）
　通常洗い法ともみ洗い法全体において、使用薬品の
種類により比較した。効果有りの割合は、除菌水を用
いた場合52．6％、イソジンの場合66．7％、ステリクロ
ンスクラブの場合69．4％であった。
◆手洗い方法による比較（表2、図4参照）
　手洗い方法（A～F）別にまとめたものを表1に示
した。除菌水のみで手洗いをした38人（方法A及びD）
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において、効果有りは20人で、効果無しは6人、効果
不明は12人であった。そのうち菌数減少率が、50％以
下は20人中5人、51～90％未満は1人、90％以上は14
人であった。イソジンと除菌水での手洗い法（方法B
及びE）においては、39人中、効果有りは26人、効果
無しは3人、効果不明は10人であった。そのうち菌数
減少率が、50％以下は26人中1人、51～90％未満は5
人、90％以上は20人であった。ステリクロンスクラブ
と水道水みよる手洗い法（方法C及びF）では、36人
中効果有りは25人、効果無しは1人、効果不明は10人
であった。そのうち回数減少率が、50％以下はなく、
51～90％未満は25人中3人、90％以上は22人であった。
考　察
　今回我々は病棟にて通常行われている手洗い法と、
もみ洗いの基本に基づいた手洗い法の比較をした。手
洗いの前後における菌数の減少率で比較すると、通常
洗い法で菌数の減少が90％以上は全体の44．1％（減少
者の74．3％）であったのに対し、もみ洗い法では55．6
％（減少者の83．3％）と高い効果を示した。この結果
より通常手洗い法よりももみ洗いの基本に基づいた手
洗い法の方が手洗い効果があると考えた。使用薬品の
違いによる効果について比較した。手洗いの効果有り
（菌数の減少が見られた）は、除菌水を用いた場合
52．6％、イソジンの場合66．7％、ステリクロンスクラ
ブの場合69．4％であった。使用薬品による比較で、最
も効果のみられたものはステリクロンスクラブと水道
水による手洗い法であった。次に、手洗い方法の違い
による効果について比較した。最も効果が認められた
ものは、イソジンと除菌水を使用したもみ洗い法で、
次いでステリクロンスクラブと水道水を使用した通常
洗い法、ステリクロンスクラブと水道水を使用したも
み洗い法であった。これはイソジンの殺菌に要する時
間は基本的に〈30秒以内〉あるのに対し、ステリクロ
ンスクラブは〈15秒以内〉と短く、各々が手洗いに要
した時間を比較してみると、通常洗い法では5秒程度、
もみ洗い法では10秒程度であり殺菌力を発揮するだけ
の作用時間（細菌との接触時間）の差等も原因のひと
つではないかと考えられた。「手洗い」においては、
手洗い方法、消毒に用いる薬品の選択等だけでなく手
洗い時間についても再考しなければならないと考えら
れた。今回の研究のための検体採取には計18回、数日
に渡り施行しており、初回の検体採取時に比べ、最終
回の検体採取時の方が手洗い前後の菌の検出量が少な
い結果となった。これはあらかじめ検体を採取する日
時を告知しており、被験者が手洗いに対する重要性を
意識し始めたためと考えられた。手洗い前の回数が
「 000以上」という場合が8検体認あられた。野景の
多さを考慮すると、なんらかの被験者自身の要因も推
測された。ひとつの要因として、「皮膚表面に存在す
る微少な傷部に生存する細菌群」の存在が考えられた。
一般的に手荒れ（表皮乾燥落屑性皮膚疾患）などでは、
皮膚表面から必要以上に水分が失われ、重なり合った
偏平上皮細胞が剥がれ易くなり黄色ぶどう球菌などの
常在菌や他の細菌を付着、増殖し易い。医療従事者は
消毒液による手荒れ等の皮膚炎に罹患しているものも
少なくない。そのため手洗い前に菌数が多量に認めら
れたり、手洗い後も菌数が多量に認あられた可能性も
考えられた。また手洗い後に菌が増加したケースでは、
元々手指表面に付着していた菌が水により拡散したた
めと考えられた。手洗い後に手指の水分をふき取るの
に使用した滅菌ガー一一　ifが1枚では不十分だったと考え
られた。今回の研究から通常洗い法に比べもみ洗い法
に効果が得られたこと等から、今まで私達が行ってい
た手洗い方法よりも意識して丁寧な手洗いをすること
が必要で或ると考えられた。また日頃のスキンケアー
により健康な皮膚の状態を保つことも大切であると考
えられた。
終わりに
　この研究では、検体採取期間が約1ケ月と限られて
おり、採取日をあらかじめ告示していたこともあって、
当病棟における手洗いの実態を十分に知りえたとは言
い難い。今回の結果から日常私達が行っている通常の
手洗い方法と「もみ洗いの基本」に基づいた手洗い方
法、また使用薬剤によって有効性に差が認あられた。
　一般的に手洗いには、①日常野手洗い、②衛生学的
手洗い、③手術的手洗いの3種に分類される。私達は、
医療従事者として何のために手洗いを行うのか、また
私達をとりまく環境には様々な菌が潜んでいることを
念頭に置いて「効果的手洗い」を推奨していきたい。
　最後にこの研究にあたりご協力・ご指導頂いた微生
物学教室の小池先生、また検体採取にご協力頂いた皆
様に深く感謝いたします。
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手指を濡らし、1～5㎡の製剤をとる。次に、両手を下記のように5回擦り合わせる。
1．手の平と手の平を擦る。
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2．右手の平で左手の甲を擦る。左右
　を逆にして同様に行う。
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3．手の平と手の平を合わせ、指を交
　差させる。
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5．右親指を左手の平で握り、回しな
　がら擦る。左右を逆にして同様に
　行う。
4．指の外側を反対の手の平の中に合
　わせ、指を組み合わせる。
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6．左手の平の中に右手の指を置き、
　回しながら前後に擦る。左右を逆
　　にして同様に行う。
手首を数回、擦り合わせた後、手指をすすぎ、乾かす。アルコール旧式消毒も同様に
行なうが、水は使わずに乾燥するまで擦る。
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